
後日、以下のような生徒の感想がよせられました。             
＜生徒の学習ノートのサンプルです＞ 
・マレーシアの観光とかではなく、今日のようなマレーシア以外の国の話や、マレーシ

アの政治の話、 日系企業の話を聞くのはすごく為になった。（講義の)最後、日本人

として心すべきことの話はとても感動した。国際理解にはまず自分(自国）を知ること

から始まるのがよく分かった。 
・すごい。 色々な国のことに地理的にも文化的なことにも精通していて、あこがれま

した。日本とマレーシアのつながりが深いことをまた知れたし、行くのが楽しみになり

ました。 
・マレーシアの文化や環境のことについてしることができました。 相手の文化につい

て理解することの大切さがわかりました。 
・マレーシアと日本との違いから、企業のことに関してまで多くのことを教えていただき

ました。マレーシアの文化の部分で注意すべきところなど、きちんと注意していきたい

と思います。 
・マレーシアの現状や多民族国家ならではの問題などが理解できたような気がしまし

た。マレーシアに行くまでに色々理解しておきたいです。 
・マレーシアと日本では違うことがけっこうありました。 私は子どもが好きなので、マ

レーシアに行った時頭をなでてしまわないように用心したいと思います。 マレーシア

にはマレーシア人しかいないと思って いたけれど、中国人もインド人も３２％いると

知りびっくりした。 
・私も並木先生みたいな、よく他の国の文化を知っている人になりたいです。 
・マレーシアの文化がわかった。日本では理解できないこともあってびっくりした。（修

学旅行は）短い間だけど、たくさんマレーシアの文化を味わいたい。 
・社会の時間のとき聞いたような言葉や、聞いていないたくさんの細かいこと、すごく

楽しく聞けました。 
・マレーシアについて深く詳しく知ることができ、行くのが楽しみになった。国際交流を

通して、外国に対する理解を深めたいと思う。 
・今日の講義でマレーシアの経済や文化がよく分かった。国際理解するには、他国を

知ることも大切だが、自国を知ることがなによりも大切ということに共感した。 
・マレーシアの背景にあるものをもっと知ってからマレーシアに行きたいなと思いまし

た。イスラム教のことも、中国人とマレー人の間にあることも学びたいです。 
・単なる国際交流ではなく、国際理解を！ という言葉が印象に残りました。 相手の

嫌なところも理解して共に生きていくのは多民族国家といっても大変なのだと思いまし

た。 
・マレーシアの文化の他にも、マレーシアと日本とのつながり、日系企業の進出など、

日本との関わりがとても深い国なんだなと、親近感を感じられました。 

http://cosmoclb.org/wp-content/uploads/2014/11/3194_001.pdf


・日本を含めて他の国と比べることで、分かりやすくイメージしやすかったです。国に

よって抱えている問題が様々だと改めて知ることができました。想像していたよりも多

くの日本企業が事業を展開していたので驚きました。 

 


